
日本学術会議 第 3 部 化学委員会 材料化学分科会（第 25 期・第 4 回） 

議事要旨 

日時：令和 4 年 3 月 2日（水）15：00－16:10

場所：オンライン会議(Zoom) 

出席者（敬称略）：関根 千津（委員長）、玉田 薫（副委員長）、阿尻 雅文、

福村 裕史、栄長 泰明、小林 昭子、谷口 功、竹岡 裕子

（幹事） 

欠席者（敬称略）：伊藤 耕三、寺西 利治、内藤 俊雄（幹事）、山下 正廣 

議題および議事 

1．前回議事録確認

前回の当委員会議事録が確認された。

2．25期活動について 

① 「地方にある大学の活性化」について

12/24化学委員会にて、小委員会の設置申請が承認されたが、まだ申請はされ

ておらず、しばらくは様子を見る旨、委員長から報告があった。 

② 「博士課程進学者減少への対応と研究者育成の立て直し」について

前回の委員会以降の状況について委員長から報告があった。小委員会の設置

申請の進捗や、講演会の実施形態について説明された。引き続いて委員会メ

ンバーから広く意見を募った。博士課程への進学についての現状把握の重要

性や議論の進め方について意見が出された。海外と日本における博士課程の

考え方の違いも指摘された。今後は、化学委員会内に設置される小委員会が

主導するが、メンバー以外の材料化学分科会委員も積極的な意見の提供を依

頼された。 

3．その他 

（な し） 

以上 竹岡記 


